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本研究は，放課後児童クラブに来館している障がい児童の，特に「発達障害児」の健全育成
のあり方について，具体的な事例を通して，障がい特性の理解と把握を検討・考察したもので
ある。また，近年のギフテッド児の事例についても紹介し，放課後児童支援員のための理解と
対応についても論考した。
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Ⅰ．は じ め に

筆者は，（公財）さっぽろ青少年女性活動協会・こども
育成課の障害児相談支援専門員として約5年間勤務し，
市内の児童会館，ミニ児童会館に来館する障がいのある
児童と保護者の相談にあたってきた。障がいの多様化の
中で「どのような健全な育成指導が必要であるか」悩み
を抱える放課後児童指導員や補助員が多いのが現状であ
る。特に，近年の「発達障害」においては，放課後児童
支援員の研修会等において，遊びや諸活動における集団
指導の場面からの飛び出し，注意の散漫性や突然の衝動
的な行動，パニック（奇声・自傷・他傷・物を投げる・
壊す他）を起こす，コミュニケーションが成立しないな
ど，特に集団の中での対応が難しく，「困った」と思わ
れる子どもの相談が年々増加してきている。また，最近
の「いじめ」「ひきこもり」「不登校」「虐待」「自殺」な
どの社会的現象の背景に，「発達障害」との関係が深い
のではないかと考えられている。
文部科学省の報告（2023）では，「通常の学級に在籍
する教育上の配慮を要する児童生徒」は8．8％であり，10
年前の6．5％から増加している。そのため文部科学省に
おいては，「発達障害」への対応に関する多くの施策を
行ってきている。
放課後児童クラブにおいても，放課後児童支援員の認
定資格研修が都道府県で実施され，支援員としての役割
及び育成支援の内容等の充実が図られてきている。
「困った」に焦点化した放課後児童クラブにおける

「発達障害児」の行動特性の理解と指導については，筆
者（2021）が既に報告している。本稿では，障害児相談
支援専門員の業務経験を通して，具体的な事例から検
討・考察したものである。

Ⅱ．児童クラブ・直接来館による障がいの
ある児童の受入状況（児童会館）

1．放課後児童クラブの概要

放課後児童クラブは，放課後児童健全育成事業によ
り，子ども及び放課後児童支援員等から構成される集団
で運営されている。対象は児童福祉法の小学校に就学し
ている児童で，その保護者が労働等により昼間家庭にい
ないものに，授業終了後に児童厚生施設等の施設を利用
して，適切な遊び及び生活の場を与えて，その健全な育
成を図るものである（「学童保育」）。事業の質の確保を
図るため，厚生労働省（2017）が，この事業の設備及び
運営に関する基準を定め，支援の充実に努めている。

2．札幌市の児童クラブの現況（令和4年度）

札幌市の児童会館は，ミニ児童会館を合わせると全部
で199館あり，児童が徒歩で通える圏内に建てられてい
る小学校の数とほぼ同じである。地域全体を網羅する児
童会館が，市政に沿って運営されているのは，全国的に
も珍しく先進的である。
札幌市の児童クラブの利用児童数は，表1のとおりで
計3，012，833人で，低学年（1～3年）が2，493，144人で
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82．8％と全体の8割を占め，高学年（4～6年）は519，689
人で17．2％となっている。
障がい児童は，全体で1，197人（0．04％）が利用して

いる。
1）男女比並びに所属学級・学校別の割合
令和4年度の児童クラブ・直接来館の障がい児の受入
状況は，図1の男女比のとおりで，男子72％，女子28％
と男子が約7割近くを占めており，男子の占有率が高
い。

図1 男女比及び所属別の割合（児童会館）
（公財）さっぽろ青少年女性活動協会の提供資料

一般的に障がい児の発生率における男女比で，男子の
占有率が女子よりも比較的高い報告と一致している。
所属別では，通常の学級（普通学級）が60％，特別支
援学級が38％，特別支援学校が2％で，通常の学級に在
籍する障がい児が6割を占めている。すなわち，近年の
「『インクルーシブ教育システム』による教育」が就学
先の選択・決定に影響していると考えられる。
2）学年別と障がい内容別の割合

図2 学年別及び障がい内容別の割合（児童会館）
（公財）さっぽろ青少年女性活動協会の提供資料

表1 令和4年度 札幌市児童会館の利用状況
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学年別では，低学年に占める割合が全体の66％を占め
ており，中・高学年では34％であり，学年進行に伴って
減少している。
すなわち，健常児の塾や習い事等へシフトして利用数
が減少化する傾向と同様に，児童デイ・サービスや習い
事等へのシフトや児童デイ・サービスの複数利用，自宅
養育による減少が考えられる（神田2021）。
障がい内容別では，旧診断基準の広汎性発達障害や自
閉症等を合わせた発達障害は，59％となっており，全体
の約6割近くを占めている。
文部科学省（2003，2013，2023）の「通常の学級に在
籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する
調査結果」の『知的発達に遅れはないものの，学習面か
行動面に著しい困難を示す児童・生徒』は全体の6．3％
から6．5％更に8．8％と増加しており，教師の発達障害に
関する理解・啓発が進んだ結果を考慮しても，過去の教
育現場における発達障害の割合とほぼ一致する。
障がいの内容については，児童クラブ入会申請書で，
「医療調査同意書」の提出が求められ，そこには主治医
又は医療機関関係者が治療内容（病名，発病日，治療期
間など）が記述されるようになっている。保護者によっ
ては，診断書を添付して来る場合もある。しかし，医師
の診断名を保護者には伝えない場合（「診断名なし」の
記載やASDとADHDの併記等）もある。
なお，ミニ児童会館における児童クラブ・直接来館に
よる障がいのある児童の受入状況の結果については，児
童会館とほとんど同じ結果であったため本稿では割愛し
た。
障がいのある子どもの受入れの考え方については，厚
生労働省の「放課後児童クラブ運営指針解説書」におい
て示されている。

Ⅲ．児童クラブ・直接来館の発達障がい児
並びにギフテッド児の臨床事例と育成
支援

1．発達障がいの定義と行動特徴について

1）発達障がいの定義
発達障害とは，「自閉症，アスペルガー症候群その他
の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動性障害その
他これに類する脳機能の障害であって，その症状が通常
低学年において発現するもの」（発達障害者支援法2005，
文部科学省2007）としており，図3のようなタイプの
うちどれにあたるのか，障がいの種類を明確に分けて診
断することは，大変難しいとされている。
障がいごとの特徴がそれぞれ少しずつ重なり合ってい

る場合も多く，また，年齢や環境により目立つ症状が
違ってくるので，診断された時期により診断名が異なる
こともある。
筆者は，医療調査回答書や専門医の医学的診断，各児
童会館からの行動観察メモなどを参考として，表3の行
動特性にも着目して，見学相談（幼児・児童と保護者と
の面接相談）を実施し，放課後児童クラブへの受け入れ
と育成支援について検討・助言を行ってきた。なかなか
発達障がい児の診断・評価が困難な状況の中，参考に提
する。

表3 発達障がいの子どもの特徴的な行動特性

2）発達障がい児の臨床事例
筆者は，障がい別に見られる行動特徴について，特に
「発達障害」と診断された子ども，あるいは診断されて
いないが発達障がいの行動特徴を有する子どもについ
て，独自の調査項目（各事例表を参照）を作成して臨床
面接観察法（Clinical interview）による行動記録を行
い，それぞれの行動特徴を把握し，指導・助言を行って
きた。
本稿では，事例を挙げて検討したのでここに紹介す
る。具体的な事例を通して，障がい児の受け入れに当
たって現場職員の理解・啓発の参考の一助になればと考
える。

図3 発達障がいの概要
（DSM-5より作成）
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⑴ 「自閉スペクトラム障害」Autism Spectrum Disor-
der，略称：ASDの事例
これまで自閉症，広汎性発達障害，アスペルガー
（Asperger）症候群などのいろいろな名称で呼ば

れていたが，2013年のアメリカ精神医学会（APA）
の診断基準DSM-5の発表以降，「自閉スペクトラ
ム障害（症）」として表現するようになった。
事例は次のとおりである。

表4－1 知的の遅れを伴う自閉スペクトラム障害（ASD）のAさん（小学1年生・女子，特別支援学級）の事例

（○印，下線：重要項目）
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ミニペグ挿しの課題では，自閉症児の例では，色別の
パターン配列や形に拘った配列が多く認められ，手先の
不器用さ（微細運動の未熟さ）が多く，筆者（1985，
2018）の報告した運動障害の特徴と一致する。
紐通しの課題では，自閉症児の例では，パターン化し
たり，ある模様のように通して楽しむ例が多い。手指の
巧緻性と立体視が困難で作業時間が掛かる例が多かった
（作業効率の問題）。
医師の診断名には「協調性発達運動障害」も併記され
ている例も多く，手－足，体幹，視覚などと体全体や手
指を協調させて動かすことが苦手だったり，発達的に遅
れていたりすることを指している。彼らの運動障害と体
育指導については，筆者（1985，2005，2006）が報告し
ており，医療における感覚統合訓練（PT，OT）やア
ダップティッド体育指導が有効である。

⑵ 学習障害Lerning Disabilities 略称：LDの疑いの
ある事例
学習障害とは，基本的には全般的な知的発達に遅
れはないが，聞く，話す，読む，書く，計算する又
は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著
しい困難を示す様々な状態を指すものである。その
原因として，中枢神経系に何らかの機能障害がある
と推定され，視覚障害，聴覚障害，知的障害，情緒
障害などの障害や，環境的な要因が直接の原因とな
るものではないとされている。
「発達性ディスレキシア」（発達性読み書き学習
困難Developmental Dyslexia）は，知能障害や感
覚・運動障害，注意力や意欲の欠乏，家庭や社会的
要因による障壁が存在しないにも関わらず，神経学
的基盤の発達障害によって，読み書きの修得のみに
困難を示す障害*のことである（＊：本人や家族が
日常使う用語としては，「障害」を強調しない呼称

表4－2 Aさんの所見と指導・支援・配慮事項

（●印：重要項目）

図6 課題遊び「紐通し」（ASDの事例）

図5 課題遊び「ミニペク挿し」色別パターン配列（ASDの事例）
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として，「困難」を用いることが望ましい）。
児童会館での「学びの活動」などでは，巡回時に
おいてこれらの事例に多く遭遇する。
石井（2004）によれば，図4のように，全児童の

10％程度にディスレキシアの素因があるとされてい
る。

図4 発達障害・読み書き困難の中でのディクレキシアの位置
（石井2004）

読み書き障害ゆえに，その才能を十分発揮する機
会を失う危険性がある。自己の才能を活かせず，周
囲から能力や意欲が無いと誤解されることが多く，
発達障害の二次的な問題として自信喪失，自尊心の
低下，学習性無気力感，不安感，他者に対する不信
感，疎外感などにつながり，心身症や学校・社会か
らの不適応を引き起こすのではないかと指摘されて
いる。
発達性デイスレキシアの示す困難は，個々人ごと
の苦手の様相や程度が異なっている。読字では，流
暢さの欠如や飛ばし読みなどが見られるし，書字で
は，鏡文字や字体の変形，創字，見たばかりの字形

の想起困難，板書の字の書き写し困難が見られる。
一般に，平仮名，カタカナ，漢字の順に難易度が増
していく。数字も仮名と同様，鏡文字や変形，無意
味字を生じたり，読み間違いを起こすことも多い。
特に，書き方が雑で数字が読みづらい事例では，文
字や数字の形を正しく見ていても，頭の中では正し
く認識できず，きちんと書けないことがあり，やる
気のなさ等が原因と思われがちで，実は発達上のつ
まずきが原因の場合もある。
発達性ディスレキシアへの支援・指導では，石井
（2004）によれば，小学校就学時（6歳）には既に
平仮名を読み，6割が書くことができ，小学校への
就学時健診では，ディスレキシアの可能性のある幼
児を早期に発見し，通常学級への就学に備えた支援
を始める必要があるとしている。また，検査体制の
整備の検討もするべきであるとしている。更に，教
師や親による発見を促進するため，留意事項の資料
作成と普及が有用であるとし，その支援方法とし
て，表6を提案している。
⑶ 注意欠如・多動性障害 Attention-Deficit／ Hy-
peractivity Disorder略称：ADHDの事例
注意欠如・多動性障害とは，年齢あるいは発達に
不釣り合いな注意力，及び／又は衝動性，多動性を
特徴とする行動の障害で，社会的な活動や学業の機
能に支障をきたすものである。また，7歳以前に現
れ，その状態が継続し，中枢神経系に何らかの要因
による機能不全がある。
「DSM-5」（2013）で，「注意欠如・多動症／注
意欠如・多動性障害」に変更された。症状の現れ方
により3つのサブタイプがあり，注意のコントロー
ルは下手なものの多動は見られない「不注意優勢
型」（A1），不注意さはさほど目立たないものの，
落ち着きの無さや衝動的な反応が目立つ「多動性－
衝動性優勢型」（A2），不注意と多動性－衝動性が
混在する「混合型」（A1＋A2）である。不注意
（集中力がない），多動性（じっとしていられな
い），衝動性（思いつくと行動してしまう）といっ
た症状が見られる。
その特性により指導中，集中することが難しかっ
たり，忘れ物が多いなどがあり，叱られることが多
くなりがちである。叱られることが増えていくと，
自信を失い，追い詰められてしまうということもあ
るので，個々人の特性を十分に理解し接することが
大切である。
児童会館では，指導中の活動室からの逸脱や来

館・下館時の迷子など，上述の危険な行動が多くあ
り，安全対策・危機対応が求められる。

表6．発達性デイスレキシアへの支援方法（石井2004）
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表5－1 学習障がい（LD）の疑いのあるBさん（小学4年生・女子，通常学級）の事例

（○印，下線：重要項目）

北方圏学術情報センター年報 Vol.15

－45－



課題遊びの「描線・描画」は，フロッスティッグ
視知覚発達検査の視－手協応性を参考にしたもの
で，ADHD児では，基準線からの逸脱する例が多
かった。児童会館でのお絵かき等の指導では，筆圧
や塗り絵の状態（地－図の関係の問題）などから，
このような描線・描画の発達を見極めて，指導する
必要がある。
⑷ ギフテッド（Gifted）／優れた才能を示す子ども
の事例
抜きんでた才能のある子どもたちのことを言い，
米国や欧米などでは一般的に使われてきている。し
かし，日本では未だに統一した定義がないのが現状
である。突出したその才能に注目されがちである
が，学校では授業中に教室から抜け出したり，友人
となじめないといった困難を抱え，いじめや不登校
につながる例もある。

表5－2 Bさんの所見と指導・支援・配慮事項

（●印：重要項目）

図7 課題遊び「描線・描画」（本児の例）
（矢印：基準線との接触や逸脱）
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表6－1 注意欠如・多動性障がい（ADHD）のC君（小学1年生・男子，通常学級）の事例

（○印，下線：重要項目）
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松村（2018）は，発達障がいと才能を併せ持つ
「2E」（twice-exceptional）の子どもは，日本語で
意味を表す用語としては，「才能・発達障害児」あ
るいは「二重に特別な支援を要する子ども」とも呼
べると提案している。
筆者は，教育相談において，アスペルガー症候群
や高機能自閉症のケースを見る中で，ギフテッドを
疑われる児童に遭遇したので，その事例を報告した
い。

図8 知的ギフテッドが抱える困難（小泉2016）

小泉ら（2022）は，WISC-Ⅳを用いた知的ギフ
テッドのアセスメントと認知的特性を臨床的に検討
し，彼らの特徴の抽出と判断にこの検査の使用が有
用であることを報告している（表7－1※）。
片桐（2021）は，次のように提唱している。「ギ
フテッドは高い知的能力を持ち，さまざまな潜在的
可能性を秘めた，配慮や支援が必要な子ども」であ
るとしている。また，発達障がいと分けて考えてほ

しいとも述べている。
文部科学省は昨年から，こうした子どもたちの支
援のための審議会を設けて検討を開始し，今年度か
ら支援策に乗り出した。
多様な学びの場の確保や，教員の研修の充実など
により，子どもの特性を理解し，才能を伸ばすこと
を支援しようとするもので，期待される。
放課後児童クラブにおいても，学校教育と同様
に，早急に受け入れ体制の整備と指導対応の検討・
実施が望まれる。
文部科学省（2022）の審議会においては，座長提
案を修正して，図9のようなギフテッド児への支援
に関するイメージを明らかにし，将来の教育支援の
在り方を示している。
これまでの審議会の議論を整理すると，今後取り
組む具体的な施策としては，以下の5つに整理され
る。すなわち，
①特異な才能のある児童生徒の理解のための周
知・研修の促進
②多様な学習の場の充実等
③特性等を把握する際のサポート
④学校外の機関にアクセスできるようにするため
の情報集約・提供
⑤実証研究を通じた実践事例の蓄積
審議のまとめ（素案）については，各小・中・特
別支援学校の校長会，高等学校長協会，各都道府県
教育委員会，各教育長等からのヒアリングを実施し
て，支援の推進のための対応や方策についてまとめ
ている。具体的には，用語から対象児童生徒につい

表6－2 C君の所見と指導・支援・配慮事項

（●印：重要項目）
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※

表7－1 ギフテッド（Gifted）／優れた才能を示す子ども）のD児（小学3年生・男子），通常の学級）の事例

（○印，下線：重要項目）
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て，教職員の研修，現行の教育システムの変更，支
援の在り方と具体化などの貴重な意見が寄せられて
いる。
また特筆されることは，子どもたちからの提出さ
れた意見（小学生から大学生まで）も報告されてお
り，当事者からの様々な悩みや問題を提起すると共
に，支援への篤い要望の声が寄せられている。

2．発達障害児やギフテッドへの適切な支援・
指導について

障害のある子どもの受入れの考え方については，厚生
労働省の「放課後児童クラブ運営指針解説書」の『第3
章放課後児童クラブにおける育成支援の内容』において
示されている。

表7－2 D君の所見と指導・支援・配慮事項

（●印：重要項目）

図9 ギフテッド児への支援に関する未来の教育像（文部科学省2022）
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すなわち，「障害のある子どもについては，地域社会
で生活する平等の権利の享受と，包容・参加（インク
ルージョン）の考え方に立ち，子ども同士が生活を通し
て共に成長できるよう障害のある子どもも放課後児童ク
ラブを利用する機会が確保されるための適切な配慮及び
環境整備を行い，可能な限り受入れに努める。」として
いる。
障がいのある子どもの育成支援が適切に図られるよう
に，ギフテッドの子どもたちにも，個々の子どもの状況
に応じて環境に配慮するとともに，職員配置，施設・設
備の改善等について工夫することが望まれる。
子どもの欠点だけを焦点化するのではなく，「困った
行動をなくすための対応をどうするか，どのような本人
の良い行動を見つけて，増やしていくのか」本人の成長
と発達を見据えながら，組織全体で十分話し合っていく
必要があるのではないかと考える。
児童会館での学校教職員との連携・協力では，主に学
級担任，養護教諭，教頭との情報の共有化を図ってきて
いる。特に，学校に併設されているミニ児童会館では，
より綿密な連携が図られている。発達障がい児の一人ひ
とりの行動特性を理解し，子どもの障がい特性に合わせ
た指導プログラムの改善・工夫を行うためには，最も重
要な事項である。
放課後児童クラブが「適切な遊び及び生活の場を与え
て，その健全な育成を図る」事業であり，協働への実現
では困難もあるが，所管している厚生労働省と文部科学
省，自治体における所管部局間はもとより，各児童会館
と学校とのより一層の密接な連携・協力を推進すること
が望まれる。

Ⅳ．おわりに

発達障がい及びギフテッドへの支援・指導では，松村
（2018）が，発達障がいについては，最近「ニューロダ
イバーシティ」（神経（脳の）多様性：neurodiversity）
と呼ばれる観点から捉えようとする社会的な動きが起
こってきたとしており，「発達障害等の説明を十分に解
明し得ない脳科学レベルに還元しないで，心的・行動的
レベルで見ると，発達障害児，才能児および2E児は，
各々独自の発達的な多様性と共通性を示す集団に属す
る。『発達多様性（発達ダイバーシティ）』（Developmen-
tal diversity）の一種と見なすと適切である。」と提起し
ている。更に「日本で2E教育の理念を活かす特別支援
教育の実践を進めるには，支援する専門家が密接に連携
した教育システムの構築が望まれるが，発達障害児の才
能面を考慮した高いニーズに，教師や親が気づくところ
から始めるべきだろう。」とも述べている。

放課後児童クラブにおいては，2E教育の理念，文科
省審議会の答申を早急に理解し，支援者が本人を変えよ
うとするのではなく，彼らに寄り添いながら，より生活
や活動しやすい環境設定を考案し，改善・整備を図って
いく必要があろう。また，乳幼児期から成人期までの一
貫した支援が必要であり，地域の医療・福祉・教育など
の関係機関ネットワークを生かした支援の充実，組織
的，継続的な支援・指導による自立や社会参加への支
援，家庭との連携に基づく両親援助（親支援）などが求
められ、新設「こども家庭庁」の施策にも期待したい。
放課後児童クラブにおける具体的な対応については，
発達障がいやギフテッドの行動特性を理解し，子どもた
ちの心情に寄り添い，子どもたちの「よさ」＝可能性・
将来性に視点をあて，実践事例と成果から学び，今後の
指導・支援に生かして行っていただきたい。
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